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序論に記載する項目について
第１章 総合計画策定に当たって
第１節 計画策定の趣旨
第２節 八潮市の概況
第３節 人口推計
第４節 社会潮流の展望
第５節 まちづくりの主要課題
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第１節 計画策定の趣旨
「第５次八潮市総合計画」の計画期間が令和７年度をもって終了すること、また、引

き続き市政を総合的かつ計画的に推進するため、令和８年度を初年度とする「第６次八
潮市総合計画」を策定します。

第２節 八潮市の概況
本市の地勢と歴史、これまでの人口の推移について、記載します。
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第３節 人口推計
本市の人口推計の方法としては、将来人口推計の基本的な手法であるコーホート要因法により行っています。

また、本市の特性として、土地区画整理事業を行っているため、土地区画整理地内の現住人口と計画人口の差
分を按分し、開発人口として上乗せし、翌年以降は生残率と移動率を乗じています。
人口の推計結果としては、第６次八潮市総合計画の計画期間中は増加傾向で推移し、2039年に10万人を突

破するものの、2048年をピークに人口は減少に転じ、以降、減少し続ける結果となっています。
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第４節 社会潮流の展望
計画の策定にあたって、考慮すべき社会の潮流や国の動向を整理し、記載しま
す。

第５節 まちづくりの主要課題
計画の策定にあたって、これからの八潮市に求められる対応を明確にするため、

本市の将来都市像を踏まえ、分野ごとに主要課題を整理し、記載します。

5



第６次八潮市総合計画
基本構想
骨子案
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基本構想に記載する項目について
第１章 計画の構成
第２章 将来都市像
第１節 まちづくり基本理念
第２節 将来都市像
第３節 計画人口
第４節 土地利用構想

第３章 分野別将来目標
第１節 教育文化・コミュニティ
第２節 健康福祉・子育て
第３節 防災・防犯・消防・救急
第４節 産業経済・観光
第５節 都市基盤・環境
第６節 新公共経営
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第１章
第１節 計画の構成
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第１節 まちづくり基本理念

住みやすさナンバー１のまち 八潮
第２節 将来都市像

共生・協働 安全・安心

第６次八潮市総合計画における基本理念及び将来都市像については、第５次八潮
市総合計画に引き続き、

「共生・協働」、「安全・安心」
『住みやすさナンバー１のまち 八潮』

とします。
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第３節 計画人口

八潮市の計画人口:10万人

第６次八潮市総合計画においては、本市の適正な規模として、計画人口を10万人と定
め、今後の施策を展開することとします。

第４節 土地利用構想

土地は、生活及び生産を通じた諸活動の共通基盤であり、現在から将来における市民
の活動を支える市民のための限られた貴重な財産であるため、「住みやすさナンバー１
のまち 八潮」の実現を目指し、土地利用の方針を定めます。
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第３章 分野別将来目標
第６次八潮市総合計画に掲げる施策の分野については、第５次八潮市総合計画に掲げ

る施策の分野に引き続き、
第１節 教育文化・コミュニティ
第２節 健康福祉・子育て
第３節 防災・防犯・消防・救急
第４節 産業経済・観光
第５節 都市基盤・環境
第６節 新公共経営

とし、今後、各分野ごとに将来目標を設定するとともに、施策の検討をしていきます。
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